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は
じ
め
に
こ
こ
に
紹
介
す
る
杉
原
夷
山
宛
田
中
光
顕
書

六
五
通
は
、
前
号
に
掲
載
し
た
も
の
の
続
編
で
あ
る
。
こ
の
書

集
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
本
誌
前
々
号｢
田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
(
十
三)
(
付)
杉
原
夷
山
宛
田
中
光
顕
書
｣
お
よ
び
前
号
｢
田
中
光
顕
関
係
文
書
紹
介
(
十
三
続)
(
付)
杉
原
夷
山
宛
田
中
光
顕
書

紹
介｣
の
｢
は
じ
め
に｣
を
参
照
さ
れ
た
い
。
筆
者
が
二
○
一
○
年
一
○
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
福
島
県
南
会
津
町
在
住
の
史
料
所
蔵
者
・
杉
原
俊
一
氏
を
訪
ね
、
許
可
を
得
て
、
田
中
光
顕
自
筆
書

集
の
閲
覧
、
撮
影
を
終
え
た
の
ち
、
再
度
同
氏
よ
り
追
加
書

集
に
関
す
る
ご
連
絡
を
い
た
だ
き
、
翌
二
○
一
一
年
一
○
月
か
ら
一
一
月
に
か
け
て
同
氏
の
も
と
を
訪
ね
、
閲
覧
、
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。
今
回
の
書

の
時
期
は
、
大
正
七
年
一
月
か
ら
同
一
一
年
三
月
ま
で
で
あ
る
。
す
べ
て
の
書

が
、
夷
山
の
扱
っ
て
い
る
江
戸
時
代
後
半
期
の
書
画
を
購
入
あ
る
い
は
返
却
す
る
と
の
田
中
の
意
志
を
伝
え
た
も
の
で
あ
る
。
田
中
の
支
払
い
最
高
金
額
は
、
第
三
九
番
書
(
大
正
八
年
九
月
二
○
日
付)
に
記
さ
れ
て
い
る
一
三
〇
円(
吉
田
松
陰
の
遺
墨)
で
あ
る
。
こ
れ
以
外
は
ほ
と
ん
ど
一
○
〇
円
以
下
に
お
さ
ま
っ
て
い
る
。以
下
、
主
な
書

を
紹
介
し
よ
う
。
第
二
四
番
書
(
大
正
八
年
五
月
二
二
日
付)
に
記
さ
れ
た
｢
天
龍
道
人｣
(
坂
部
天
龍
、
画
家
、
肥
前)
、｢
鵬
齋｣
(
亀
田
鵬
齋
、
儒
学
者
、
江
戸)
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
、
田
中
は
追
贈
の
措
置
を
講
じ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
と
の
判
断
を
示
し
て
い
る
。
か
つ
て
宮
内
大
臣
を
つ
と
め
た
田
中
は
職
務
と
し
て
追
贈
の
事
務
処
理
を
行
っ
た
経
験
が
あ
り
、
そ
の
基
準
を
念
頭
に
置
い
て
、
こ
う
し
た
発
言
を
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
も
し
、
そ
れ
が
実
現
す
れ
ば
、
作
者
で
あ
る
両
人
の
名
誉
を
高
め
る
こ
と
と
な
り
、
田
中
は
歴
史
を
つ
く
る
こ
と
と
も
な
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
、
両
人
の
作
品
の
価
値(
売
買
価
格
を
含
む)
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
高
ま
る
。
今
回
紹
介
す
る
書

集
に
記
述
さ
れ
た
書
画
の
作
者
で
、
前
回
ま
で
に
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
人
物
に
つ
い
て
、
仮
の
分
類(
前
号
掲
載
と
同
じ
分
類)
を
行
い
、
判
明
し
た
限
り
に
お
い
て
、
左
に
記
す
。
人
物
に
関
す
る
情
報
に
つ
い
て
は
、
前
号
と
同
じ
文
献
に
よ
る
。
二
五
長
井
純
市
杉
原
夷
山
宛
田
中
光
顕
書

紹
介(
続)
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勤
王
家
小
原
鉄
心(
美
濃)
金
子
教
孝(
常
陸)
勝
野
臺
山(
常
陸)
菊
池
教
中
(
下
野)
月
照
(
京
都)
茅
根
寒
緑
(
常
陸)
前
原
一
誠(
長
門)
学
者
大
槻
磐
渓(
陸
奥)
亀
田
鵬
齋(
江
戸)
菊
池
海
蔵(
海
荘
、
紀
伊)
黒
沢
翁
満
(
伊
勢)
古
賀
精
里
(
京
都)
坂
谷
朗
蘆
(
阪
谷
朗
廬
、
備
中)
佐
久
間
象
山
(
信
濃)
佐
藤
一
斎
(
江
戸)
佐
藤
尚
中
(
下
総)
柴
野
栗
山
(
讃
岐)
高
島
秋
帆
(
肥
前)
立
原
翠
軒(
常
陸)
中
島
棕
隠(
京
都)
野
中
兼
山
(
土
佐)
林
復
斎(
江
戸)
細
川
善
庵(
江
戸)
頼
春
水(
山
陽
の
父
、
安
芸)
画
家
王
瑾(
坂
部
天
龍
、
天
龍
道
人
、
肥
前)
荻
原
春
山(
武
蔵)
草
場
佩
川(
肥
前)
武
井
真
澂(
信
濃)
藤
田
呉
江(
越
中)
松
岡
環
翠(
伊
勢)
渡
辺
華[
崋]
山(
江
戸)
高
畠
式
部(
京
都)
書
家(
詩
歌)
秋
月
悌
二
郎(
悌
次
郎
、
韋
軒
、
陸
奥)
足
代
弘
訓(
伊
勢)
江
馬
天
江(
近
江)
大
田
南
畝(
江
戸)
神
波
即
山(
尾
張)
菅
茶
山(
備
後)
菊
池
五
山(
讃
岐)
篠
崎
小
竹(
摂
津)
細
香
女
史(
美
濃)
館
柳
湾(
越
後)
藤
井
竹
外(
摂
津)
村
瀬
太
乙(
美
濃)
原
采
蘋(
筑
前)
こ
の
他
、
旧
幕
臣
と
し
て
大
鳥
圭
介(
播
磨)
、
川
路
敬
斎(
聖
謨
、
豊
後)
、
勝
海
舟
(
江
戸)
、
鳥
居
甲
斐
守(
耀
蔵)
、
永
井
介
堂(
尚
志
、
三
河)
、
矢
部
定
謙
(
江
戸)
の
書
画
を
、
ま
た
旧
大
名
と
し
て
春
岳
(
松
平
慶
永
、
越
前)
の
、
さ
ら
に
旧
藩
士
と
し
て
広
澤
安
任
(
会
津
藩)
、
五
代
友
厚
(

摩
藩)
の
書
画
を
購
入
候
補
と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
田
中
が
最
も
興
味
を
示
し
、
購
入
を
望
む
書
画
が
、
幕
末
期
の
尊
王
攘
夷
の
志
士
の
遺
墨
で
あ
る
こ
と
は
、
変
わ
ら
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
以
外
に
も｢
勤
王
家｣
を
中
心
と
す
る
学
者
な
ど
の
作
品
を
購
入
し
て
お
り
、
田
中
の
書
画
に
関
す
る
関
心
は
幅
広
く
、
そ
の
識
見
は
深
い
。
相
変
わ
ら
ず
、
真
贋
の
判
定
も
厳
し
い
。
作
品
の
価
値
評
価
と
真
贋
判
定
の
能
力
に
つ
い
て
、
田
中
は
自
ら
を｢
天
狗｣
と
称
し
自
慢
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
第
九
番
書
(
大
正
七
年
四
月
一
三
日
付)
に
は
、
村
山
半
牧
の
作
と
称
す
る
贋
物
に
夷
山
が
真
物
と
の
保
証
書
を
付
け
た
と
し
て
、
田
中
家
の
家
宝
と
し
て
｢
珍
蔵｣
す
る
と
い
う
か
ら
か
い
の
こ
と
ば
が
記
さ
れ
て
い
る
。｢
猿
も
木
よ
り
落
ち
、
河
童
も
川
流
の
失
策
を
免
か
れ
す
。
精
鑑
家
の
夷
山
先
生
に
し
て
如
此
事
あ
り
。
吾
曹
小
天
狗
聊
あ
ん
す
る
所
あ
り
と
謂
ふ
へ
し｣
と
い
う
の
が
、
長
年
つ
き
あ
っ
て
き
た
田
中
の
夷
山
に
対
す
る
慰
め
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
前
記
第
三
九
番
書

に
も
、
吉
田
松
陰
の
書
の
購
入
に
関
連
し
て
、｢
松
陰
は
珍
品
、
容
易
に
手
に
入
り
不
申
も
の
也
。
正
真
無
疑
大
慶
不
過
之
候
。
小
生
今
よ
り
五
十
五
、
六
年
以
前
に
松
陰
の
真
筆
の
詩
文
稿
を
高
杉
東
行
よ
り
借
り
受
け
謄
写
せ
し
事
有
之
。
十
分
筆
意
を
呑
み
込
み
居
候
而
今
以
毫
も
忘
れ
不
申
候
。
大
天
狗
々
々｣
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
。
幕
末
期
の
志
士
の
遺
墨
に
対
す
る
関
心
が
高
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
第
一
○
番
書
(
大
正
七
年
九
月
七
日
付)
に
も｢
維
新
志
士｣
の
書
画
を
希
望
す
る
旨
の
記
述
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
第
二
九
番
書
(
大
正
八
年
六
月
一
八
日
付)
に
は｢
杏
所
は
出
来
も
宜
敷
代
価
も
廉
に
候
得
共
憂
国
家
と
か
勤
王
家
と
か
申
文
学
部
紀
要
第
六
十
六
号
二
六
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程
の
人
物
に
無
之
候
。
先
書
画
家
と
申
丈
の
事
故
此
際
見
合
せ
申
候｣
と
あ
る
。
つ
ま
り
、
作
者
が｢
憂
国
家｣
、｢
勤
王
家｣
で
あ
る
こ
と
が
購
入
の
優
先
順
位
を
高
く
し
た
条
件
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
第
五
三
〜
五
五
番
書
(
大
正
九
年
一
月
七
日
付
、
同
一
○
日
付
、
同
二
一
日
付)
に
は
、
佐
佐
木
高
行
宛
坂
本
龍
馬
書

の
購
入
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
。
坂
本
に
つ
い
て
は
、
紹
介
を
要
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
田
中
は
、
こ
の
書

の
購
入
を
強
く
望
ん
だ
が
、
持
ち
主
が
田
中
の
購
入
希
望
を
知
っ
て
、
高
額
な
値
段
を
つ
け
た
よ
う
で
あ
る
。
田
中
は
、
そ
れ
を｢
慾
張
り｣
と
非
難
し
て
、
い
っ
た
ん
あ
き
ら
め
た
。
お
そ
ら
く
真
贋
判
定
の
た
め
に
、
夷
山
に
実
物
を
送
ら
せ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
そ
れ
を
｢
返
上｣
す
る
と
憤
慨
し
て
い
る
。
し
か
し
、
最
終
的
に
は
こ
れ
を
入
手
し
た
。
こ
れ
は
夷
山
の
仲
介
役
と
し
て
の
功
績
で
あ
ろ
う
。
そ
の
書

と
は
、
田
中
の
こ
う
し
た
収
集
品
の
寄
贈
を
受
け
て
い
る
幕
末
と
明
治
の
博
物
館(

城
県
大
洗
町)
お
よ
び
早
稲
田
大
学
図
書
館(
東
京
都
新
宿
区)
が
所
蔵
す
る
合
計
四
通
の
書

の
い
ず
れ
か
を
指
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
書

は
左
の
通
り
で
あ
る(
以
下
は
、
宮
地
佐
一
郎
編『
龍
馬
の
手
紙』
講
談
社
、
二
○
〇
三
年
、
四
四
六
―
四
五
三
頁
、
四
五
七
―
四
五
八
頁
に
掲
載
さ
れ
た
釈
文
と
写
真
版
と
を
照
合
し
た
も
の
で
あ
る)
。
慶
応(
３)
年(
９)
月
日
付
不
明(
幕
末
と
明
治
の
博
物
館
所
蔵)
唯
今
長
府
の
尼
将
軍
、
監
軍
熊
野
直
助
及
二
人
、
わ
ら
わ
お
供
し
押
来
り
て
、
吾
右
軍
を
戦
は
ん
と
す
。
か
ふ
ら
や
の
音
お
ひ
た[
だ]
し
く
、
既
に
二
階
の
手
す
り
に
お
し
か
ゝ
り
た
り
。
別
に
戦
を
期
せ
し
女
軍
未
来
、
思
ふ
に
是
は
我
が
を
こ
た
る
を
待
つ
て
虚
を
突
か
ん
と
の
謀
な
ら
ん
か
。
先
つ
吾
れ
先
々
の
先
を
以
て
此
方
よ
り
使
を
は
せ
、
或
者
自
ら
兵
に
将
と
し
て
お
そ
ふ
て
と
り
こ
と
し
来
ら
ん
か
と
も
思
へ
り
。
将
軍
勇
あ
り
義
あ
ら
は
早
く
来
り
て
一
戦
し
、
共
に
こ
ゝ
ろ
よ
き
お
致
さ
ん
。
先
者
卒
報
如
此
。
謹
言
龍
唯
今
楳
拝
首
佐
々
木
大
将
軍
陳[
陣]
下
慶
応(
３)
年(
９)
月
日
付
不
明(
同
右)
今
日
の
挙
や
、
あ
へ
て
私
し
お
い
と
な
む
に
非
さ
る
な
り
。
則
天
地
神
明
の
知
る
所
な
り
。
唯
大
人
の
病
苦
を
な
く
さ
め
ん
事
を
欲
し
て
也
。
相
会
す
る
面
々
者
、
女
隊
に
て
者(
此
段
尤
も
密
な
り)
西
川
の
二
女
及
胡
弓
妓
外
一
人
。
是
又
有
名
の
一
婦
。
其
外
下
関
の
老
婆
。
今
日
相
会
し
次
第(
但
四
時

の
心
積
な
れ
と
も
九
つ
時
に
も
相
成
ん
か)
使
者
さ
し
出
申
候
間
、
唯
今
よ
り
駕
を
命
し
且
左
右
調
度
な
と
御
と
り
し
ら
べ
可
被
成
。
弊
館
に
者
弾
薬
大
小
の
砲
銃
取
そ
ろ
へ
在
之
、
一
度
令
し
候
得
者
諸
将
雲
の
如
に
相
会
、
百
万
の
兵
馬
、
唯
意
の
如
く
と
奉
存
候
。
誠
恐
拝
首
龍
慶
応(
３)
年(
９)
月
日
付
不
明(
同
右)
参
上
仕
候
よ
し
被
仰
聞
候
。
然
に
私
共
に
も
唯
今
長
府
馬
関
在
番(
赤
間
関
奉
行)
其
余
両
人
計
参
居
申
候
(
但
し
、
昨
夜
出
崎
仕
候
由
也)
。
商
会
に
取
組
度
と
の
事
な
り
。
何
か
御
か
ま
い
無
之
事
な
れ
は
御
手
書
た
ま
は
り
度
。
先
上
件
申
上
候
。
謹
言
則
報
龍
杉
原
夷
山
宛
田
中
光
顕
書
翰
紹
介(
続)
二
七
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楳
拝
佐
々
木
先
生
左
右
慶
応(
３)
年(
９)
月
６
日
付(
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵)
御
書
拝
見
仕
候
。
明
日
西
役
所
え
云
々
の
由
早
々
参
上
の
筈
に
候
得
共
、
蒸
気
船
借
入
且
手
銃
千
廷
[
マ
マ]
取
入
申
候
て
早
々
出
帆
と
決
心
仕
候
に
付
、
通
弁
者
其
外
人
数
を
そ
ろ
へ
異
館
へ
参
候
所
な
り
。
今
宵
彼
方
よ
り
帰
次
第
御
旅
宿
ま
て
参
上
候
。
謹
言
六
日
楳
拝
佐
々
木
先
生
左
右
最
初
の
三
通
は
芸
妓
を
交
え
た
酒
宴
へ
の
誘
い
の
書

で
あ
る
。
志
士
坂
本
の
洒
脱
な
一
面
を
伝
え
て
い
る
。
最
後
の
一
通
は
蒸
気
船
と
武
器
の
調
達
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
坂
本
の
志
士
と
し
て
の
行
動
、
役
割
を
伝
え
て
い
る
。
い
ず
れ
も
田
中
に
と
っ
て
幕
末
に
お
け
る
坂
本
と
の
関
係
を
懐
か
し
く
思
い
出
さ
せ
る
遺
墨
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
注
文
書
と
し
て
の
書

集
を
日
本
近
代
史
研
究
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
意
味
づ
け
る
か
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
本
誌
前
々
号
、
前
号
の｢
は
じ
め
に｣
に
お
い
て
記
し
た
。
つ
ま
り
、
幕
末
維
新
の
動
乱
に
参
加
し
、
そ
の
後
政
治
指
導
者
と
な
っ
た
人
物
た
ち
の
素
養
を
知
る
こ
と
と
な
り
、
ま
た
彼
ら
の
幕
末
維
新
観
を
知
る
こ
と
と
も
な
り
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
彼
ら
の
政
治
理
念
や
政
治
判
断
、
さ
ら
に
政
治
的
人
脈
の
基
盤
、
背
景
を
解
明
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
最
後
に
、
凡
例
を
記
す
。
原
則
と
し
て
、
仮
名
は
平
仮
名
に
統
一
し
、
漢
字
は
現
在
の
も
の
に
改
め
た
。
ま
た
適
宜
句
読
点
を
付
し
、
段
落
を
設
け
た
。
１

大
正
７
年
１
月
15
日
拝
啓
陳
者
書
画
叢
談
第
一
号
中
に
有
之
候
副
田
柏
齋
富
岳
之
詩
及
長
尾
秋
水
墨
竹
之
二
幅
所
望
に
候
間
御
送
付
被
下
度
御
依
頼
仕
候
。
別
紙
小
切
手
御
落
手
被
下
度
候
也
。
七
年
一
月
十
五
日
東
海
道
岩
淵
田
中
光
顕
中
行
社
御
中
[
別
紙]
一
金
廿
六
円
林
谷
一
同
十
八
円
秋
水
〆
金
四
十
四
円
此
処
へ
運
賃
と
し
て
金
参
円
相
加
へ
置
候
間
宜
し
く
御
頼
申
候
也
。
合
計
金
四
拾
七
円
也
。
[
封
筒]
表
、
東
京
市
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
御
中
。
裏
、
静
岡
県
庵
原
郡
富
士
川
町
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
七
年
一
月
十
五
日
。
２

大
正
７
年
２
月
５
日
文
晁
、
静
軒
、
淡
窓
、
旭
荘
、
瑞
山
之
五
幅
只
今
到
着
、
一
覧
仕
候
。
文
静
淡
旭
之
四
幅
は
購
入
之
事
に
可
仕
候
。
瑞
山
は
真
赤
な
る
贋
物
に
有
之
候
。
文
字
は
勿
文
学
部
紀
要
第
六
十
六
号
二
八
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論
、
印
も
不
宜
候
。
御
参
考
之
為
め
所
蔵
之
墨
按
一
幅
小
品
に
候
得
共
入
御
一
覧
申
候
。
文
字
は
無
之
候
得
共
印
を
能
々
御
覧
被
下
度
候
。
菊
之
画
は
ま
っ
た
く
画
工
之
手
に
成
り
候
も
の
に
有
之
候
。
雅
致
少
し
も
無
之
候
。
印
も
輪
郭
中
へ
旨
く
納
る
様
に
刻
し
有
之
候
。
真
物
之
方
は
輪
外
に
刀
勢
の
余
り
た
る
所
等
も
有
之
候
。
静
軒
之
竹
は
謙

し
て
蘆
を
画
く
と
題
し
た
る
抔
甚
面
白
く
存
候
。
天
山
其
外
之
分
相
待
居
申
候
。
着
次
第
拝
見
何
分
の
御
返
事
速
に
可
申
上
候
。
此
度
之
四
幅
悉
皆
表
装
を
改
め
度
候
間
何
卒
御
取
計
は
せ
被
下
度
候
。
表
装
は
中
身
よ
り
少
し
上
等
之
方
が
展
覧
す
る
時
心
持
ち
よ
く
存
候
間
普
通
以
上
に
御
願
申
上
候
。
瑞
山
之
墨
梅
は
御
留
置
之
上
十
分
御
覧
に
而
御
返
却
被
下
度
候
。
小
生
は
数
幅
所
蔵
致
居
候
処
他
を
譲
い
た
し

に
一
、
二
幅
に
相
成
申
候
。
真
物
に
有
之
候
は
ゝ
買
入
度
存
候
。
御
注
意
置
被
下
度
候
。
別
紙
小
切
手
差
上
候
間
乍
御
手
数
御
受
領
被
下
度
候
也
。
七
年
二
月
五
日
光
顕
夷
山
老
台
座
下
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
、
中
行
社
、
杉
原
夷
山
先
生
侍
曹
。
裏
、
静
岡
県
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
七
年
二
月
五
日
。
３

大
正
７
年
２
月
20
日
拝
復
拙
老
不
老
壮
閉
口
仕
候
。
御

依
例
一
、
二
額
鄙
見
取
捨
在
公
方
寸
僕
不
関
也
。｢
題
貴
画｣
詩
愚
考
可
仕
候
。
諸
公
皆
々
天
狗
に
而
い
つ
れ
も
瘻
閣
下
連
中
に
御
座
候
。
僕
独
不
能
恐
画
行
仲
間
は
つ
れ
慚
々
愧
々
ち
と
夜
中
に
て
も
双
賢
携
手
御
出
懸
け
可
被
下
候
。
愉
奉
待
入
候
。
二
月
十
七
日
(
花
押)
拝
行
夷
山
先
醒
研
北
尊
文
大
佳
雖
竹
拙
有
此
易
佳
文
何
憂
其
拙
況
画
竹
亦
妙
哉
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
森
[
マ
マ]
元
町
一
の
九
、
中
行
社
、
杉
原
夷
山
老
台
座
下
。
裏
、
東
海
道
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
七
年
二
月
廿
日
。
４

大
正
７
年
３
月
４
日
艸
盧
桜
老
耐
軒
三
幅
只
今
到
来
一
閲
桜
老
を
返
進
之
外
二
幅
は
御
譲
り
受
け
相
願
候
。
公
美
の
自
画
讃
は
至
極
面
白
く
候
。
叢
談
第
四
号
細
香
女
史
菊
同
第
六
号
華
山
横
物山
水
右
之
二
幅
一
応
拝
見
相
願
申
候
。
其
節
阿

物
御
示
し
被
下
度
候
。
七
年
三
月
四
日
古
谿
叟
夷
山
老
台
研
北
金
三
十
六
円
半
小
切
手
封
入
仕
候
也
。
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
夷
山
様
侍
史
。
杉
原
夷
山
宛
田
中
光
顕
書
翰
紹
介(
続)
二
九
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裏
、
静
岡
県
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
七
年
三
月
四
日
。
５

大
正
７
年
３
月
５
日
一
村
山
半
牧
山
水
一
藤
田
東
湖
七
絶
一
芙
蓉
画
広
海
歌
一
高
畠
式
部
画
讃
右
四
幅
相
求
申
候
間
其
他
は
御
返
し
仕
候
。
御
手
数
之
段
深
謝
之
至
候
。
七
年
三
月
五
日
光
顕
夷
山
老
台
座
下
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
様
侍
史
。
裏
、
東
海
道
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
大
正
七
年
三
月
五
日
。
６

大
正
７
年
３
月
６
日
昨
日
付
之
貴
墨
只
今
相
達
申
候
。
一
鉄
塞
士
山
水
も
亦
同
時
に
着
。
一
覧
之
処
真
物
に
可
有
之
と
存
候
間
買
収
之
事
に
仕
候
。
代
は
一
百
廿
八
円
。
一
栗
山
五
絶
四
十
六
円
一
東
湖
七
絶
百
廿
五
円
一
式
部
画
讃
四
円
一
半
牧
山
水
四
十
八
円
〆
三
百
五
十
一
円
右
之
五
点
購
入
仕
候
間
別
紙
小
切
手
封
入
差
出
申
候
。
御
落
手
被
下
度
候
。
一
渓
琴
七
律
一
天
江
七
絶
一
磐
渓
七
絶
一
広
海
歌
芙
蓉
菊
一
海
舟
一
行
物
一
精
里
□[
梢
ヵ]
巻
一
一
誠
七
絶
一
久
我
画
幽
眠
讃
一
月
照
和
歌
一
真
澂
同
一
星
巌
七
絶
〆
十
一
点
右
は
一
先
御
返
上
仕
候
。
愚
考
月
照
は
小
生
の
曾
て
見
し
も
の
と
大
に
相
違
あ
り
。
真
澂
は
手
紙
と
筆
意
頗
る
違
へ
り
。
恐
く
は
他
の
真
澂
な
ら
ん
。
手
紙
は
毛
利
公
爵
家
蔵
の
勤
王
諸
士
遺
墨
帖
に
あ
り
。
高
説
の
如
く
近
来
の
贋
作
は
精
妙
に
し
て
容
易
に
弁
別
し
難
く
御
苦
心
之
程
御
察
申
上
候
。
曾
て
徳
富
蘇
峰
氏
の
催
せ
し
時
の
維
新
志
士
正
気
集
に
多
く
載
せ
た
れ
と
も
玉
石
混
淆
を
免
か
れ
す
。
又
松
下
軍
治
が
催
せ
し
時
の
明
治
記
念
帖
も
同
様
。
又
関
新
吾
が
岡
山
に
て
の
明
治
記
念
写
真
帖
に
は
贋
物
甚
夥
し
。
肝
腎
の
付
け
石
と
す
べ
き
も
の
に
不
正
品
有
之
候
。
困
却
の
至
り
な
り
。
鉄
石
・
奎
堂
抔
は
明
治
の
初
年
文
学
部
紀
要
第
六
十
六
号
三
〇
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に
は
沢
山
に
真
物
有
之
候
。
五
円
も
抛
て
は
尤
物
を
得
ら
れ
し
に
付
小
生
も
数
幅
所
持
致
居
候
処
家
計
之
都
合
上
売
却
い
た
し
、
只
今
は
一
品
も
無
之
候
。
付
け
石
を
失
ひ
当
惑
之
事
に
候
。
御
一
笑
可
被
下
候
。
頓
首
七
年
三
月
六
日
光
顕
夷
山
老
台
座
右
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
殿
。
裏
、
東
海
道
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
大
正
七
年
三
月
六
日
。
７

大
正
７
年
３
月
10
日
磐
渓
翁
墨
菊
及
愛
石
墨
菊
、
海
荘
五
古
之
三
幅
留
置
き
申
候
に
付
代
金
三
十
五
円
別
紙
小
切
手
に
て
差
出
申
候
間
御
収
手
被
下
度
候
。
海
荘
の
印
に
よ
れ
は
丁
丑
八
十
翁
と
有
之
候
。
辞
書
其
外
に
は
歿
年
を
明
治
十
四
年
と
し
八
十
三
と
せ
り
。
丁
丑
に
八
十
た
る
こ
と
は
確
実
無
疑
。
然
ら
は
十
四
年
は
八
十
四
歳
と
な
る
な
り
。
又
印
に
蓮
峰
侍
史
と
あ
り
。
何
か
不
二
の
詩
に
有
名
の
作
あ
る
か
寡
聞
未
だ
知
る
能
わ
す
。
伏
し
て
高
教
を
乞
ふ
。
南
朝
古
木

寒
庁
之
詩
は
夙
に
之
を
知
れ
り
。
若
し
今
後
右
の
詩
御
見
当
り
相
成
候
は
ゝ
為
御
見
被
下
度
候
。
匆
々
七
年
三
月
十
日
光
顕
夷
山
老
台
梧
下
磐
渓
懸
崖
菊
天
江
同
菊
返
上
仕
候
。
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
森
[
マ
マ]
元
町
一
の
九
、
中
行
社
、
杉
原
夷
山
様
。
裏
、
田
中
光
顕
、
七
年
三
月
十
日
午
前
。
８

大
正
７
年
３
月
18
日
一
金
八
拾
四
円
内
、
金
五
円
五
拾
銭
引
残
金
七
拾
八
円
五
拾
銭
右
、
小
切
手
を
以
差
出
申
候
也
。
一
半
牧
水
墨
山
水
及
奎
堂
書
幅
拝
見
。
奎
堂
は
直
に
返
上
仕
候
。
半
牧
は
至
極
佳
良
と
拝
見
。
暫
時
留
置
申
候
。
先
達
而
御
譲
受
仕
候
奎
堂
之
二
幅
は
真
に
確
実
に
有
之
候
。
珎
賞
仕
申
候
。
此
度
の
分
は
大
概
は
通
り
可
申
と
存
候
得
共
、
小
生
は
感
服
不
仕
候
。
匆
々
七
年
三
月
十
八
日
光
顕
夷
山
老
台
座
下
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
森
[
マ
マ]
元
町
二
[
マ
マ]
の
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
様
。
裏
、
静
岡
県
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
七
年
三
月
十
八
日
。
９

大
正
７
年
４
月
13
日
益
御
満
福
恭
賀
之
至
候
。
陳
者
故
人
手
簡
之
巻
御
返
却
被
下
正
に
落
手
仕
候
。
御
見
せ
被
下
候
書
画
幅
之
中
、
一
竹
外
一
鉄
兜
杉
原
夷
山
宛
田
中
光
顕
書
翰
紹
介(
続)
三
一
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一
鉄
石
右
三
幅
購
入
。
一
采
蘋
一
星
巌
一
藍
田
右
三
幅
は
返
上
仕
候
。
采
蘋
は
九
州
第
一
梅
之
作
者
に
有
之
候
。
如
何
に
も
真
物
と
相
見
え
候
得
と
も
、
と
か
く
試
筆
之
作
は
面
白
か
ら
ぬ
も
の
に
有
之
候
。
星
巌
は
至
而
拙
筆
に
は
あ
れ
と
も
草
字
彙
と
首
引
を
し
て
草
体
は
大
に
研
究
せ
し
人
に
而
正
確
に
有
之
候
。
然
に
此
の
中
に
窮
の
字
有
之
候
処
、
ど
ふ
し
て
も
窮
字
と
は
相
読
め
不
申
候
。
藍
田
は
古
人
の
句
を
出
し
た
る
も
の
な
る
に
、
を
捺
し
た
る
は
抱
腹
之
至
也
。
右
之
理
由
に
よ
り
見
合
せ
申
候
。
半
牧
は
此
度
の
分
真
物
に
有
之
候
。
先
達
而
の
は
全
く
贋
造
に
候
処
、
老
兄
之
御
保
証
書
添
付
致
し
居
候
に
付
小
家
の
至
宝
と
し
て
永
く
珍
蔵
可
致
と
存
候
間
此
段
申
上
置
候
。
価
も
此
度
の
分
は
廉
に
先
頃
の
は
不
廉
也
。
亭
士
凭
る
之
処
、
る
上
に
硯
あ
り
。
又
下
方
の
左
隅
に
游
印
あ
り
。
右
之
二
点
此
度
の
に
は
脱
漏
せ
り
。
壬
戌
六
月
に
同
し
く
画
く
所
の
も
の
に
し
て
雲
泥
の
差
あ
る
。
如
此
呵
々
。
猿
も
木
よ
り
落
ち
、
河
童
も
川
流
の
失
策
を
免
か
れ
す
。
精
鑑
家
の
夷
山
先
生
に
し
て
如
此
事
あ
り
。
吾
曹
小
天
狗
聊
あ
ん
す
る
所
あ
り
と
謂
ふ
へ
し
。
匆
々
七
年
四
月
十
三
日
青
山
夷
山
老
台
座
下
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
様
。
裏
、
静
岡
県
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
七
年
四
月
十
三
日
。
10

大
正
７
年
９
月
７
日
ヤ
本
間
游
清
フ
黒
沢
翁
齋
ム
高
嶋
秋
帆
ツ
足
代
弘
訓
マ
梁
川
星
巌
右
、
為
御
見
被
下
度
候
。
又
御
所
蔵
中
の
短
冊
に
維
新
志
士
有
之
候
は
ゝ
為
御
見
被
下
度
候
。
昨
日
申
進
候
香
坡
渓
琴
等
総
而
真
価
御
一
報
相
願
候
也
。
七
年
九
月
七
日
古
谿
叟
夷
山
様
梧
前
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
夷
山
先
生
。
裏
、
駿
州
巌
潭
、
田
中
青
山
、
七
年
九
月
七
日
。
11

大
正
７
年
９
月
25
日
記
一
金
十
六
円
善
庵
七
律
一
同
十
五
円
弘
庵
五
絶
文
学
部
紀
要
第
六
十
六
号
三
二
藍
田
詩
画
之
印
Hosei University Repository
一
同
九
十
円
奎
堂
五
絶
〆
百
廿
一
円
右
、
川
崎
支
店
小
切
手
を
以
て
差
出
候
間
御
受
取
被
下
度
折
返
し
御
受
領
書
御
遣
し
被
下
度
候
。
一
本
年
第
六
号
中
の
弘
庵
七
絶
紙
窓
烟
月
朝
如
空
一
同
同
号
山
中
静
逸
墨
梅
一
同
御
園
中
渠
墨
竹
一
本
年
第
三
号
中
の
一
草
場
佩
川
松
一
安
積
艮
斎
七
絶
一
立
原
翠
軒
七
絶
右
之
諸
幅
御
持
合
せ
に
候
は
ゝ
決
着
の
直
段
を
付
し
て
一
応
為
御
見
被
下
度
候
也
。
七
年
九
月
二
十
五
日
古
谿
叟
夷
山
老
台
座
下
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
森
[
マ
マ]
元
町
一
の
九
、
中
行
社
、
杉
原
夷
山
老
台
、
親
展
。
裏
、
駿
州
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
大
正
七
年
九
月
廿
五
日
。
12

大
正
７
年
９
月
29
日
大
鵬
、
天
山
、
錦
城
、
艮
斎
、
静
逸
之
五
幅
為
御
見
被
下
候
処
、
天
山
、
静
逸
二
幅
を
購
求
。
外
三
幅
は
一
応
御
返
し
申
候
。
一
半
牧
水
墨
山
水
一
同
同
双
幅
一
三
樹
五
絶
右
、
何
と
か
御
片
付
被
下
度
、
直
段
は
如
何
様
と
も
御
執
計
被
下
度
候
。
匆
々
七
年
九
月
廿
九
日
古
谿
叟
夷
山
様
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
森
[
マ
マ]
元
町
一
の
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
様
。
裏
、
東
海
道
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
七
年
九
月
廿
九
日
。
13

大
正
７
年
10
月
19
日
記
一
金
参
拾
八
円
一
斎
一
同
拾
五
円
天
山
風
霜
一
同
拾
参
円
天
山
今
日
一
同
拾
弐
円
天
山
マ
ク
リ
一
同
拾
円
天
山
脩
□[
筥
カ]
〆
金
八
拾
五
円
右
差
出
申
候
也
。
七
年
十
月
十
九
日
古
谿
叟
夷
山
様
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
森
[
マ
マ]
元
町
一
の
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
様
。
裏
、
駿
河
国
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
大
正
七
年
十
月
十
九
日
。
杉
原
夷
山
宛
田
中
光
顕
書
翰
紹
介(
続)
三
三
Hosei University Repository
14

大
正
８
年
１
月
３
日
一
弘
庵
五
絶
万
梅
囲
一
亭
右
、
原
価
七
円
、
表
装
料
六
円
、
箱
壱
円
。
〆
十
四
円
。
此
幅
は
全
く
小
生
之
劣
眼
よ
り
誤
而
買
収
致
候
訳
に
付
少
し
も
貴
社
を
御
恨
み
不
申
候
。
如
何
様
に
而
も
不
苦
候
間
片
付
被
下
度
候
也
。
大
正
八
年
一
月
三
日
古
谿
叟
夷
山
様
[
封
筒]
表
、
杉
原
夷
山
様
。
裏
、
〆
、
田
中
光
顕
。
15

大
正
８
年
３
月
５
日
半
牧
青
緑
山
水
幅
鉄
石
六
言
詩
幅
右
二
幅
表
装
至
極
上
出
来
に
有
之
大
に
満
足
致
申
候
。
代
金
失
念
延
引
恐
悚
不
啻
候
。
即
廿
八
円
川
崎
支
店
為
替
に
而
差
出
申
候
。
御
落
手
被
下
度
候
也
。
大
正
八
年
三
月
五
日
青
山
夷
山
老
台
座
下
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
様
。
裏
、
東
海
道
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
大
正
八
年
三
月
五
日
。
16

大
正
８
年
３
月
24
日
弘
庵
長

梅
邨
歌
一
幅
右
は
至
極
名
幅
に
有
之
候
。
代
金
も
不
廉
に
無
之
大
に
仕
合
せ
申
候
。
代
金
延
引
不
相
済
候
。
御
受
取
被
下
度
候
也
。
大
正
八
年
三
月
廿
四
日
田
中
光
顕
杉
原
夷
山
大
人
座
下
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
殿
。
裏
、
東
海
道
岩
淵
、
田
中
光
顕
。
17

大
正(
８)
年
４
月
11
日
御
安
康
恭
賀
々
々
。
陳
者
、
イ
金
子
緑
四
郎
の
和
歌
右
之
幅
至
急
当
方
へ
御
見
せ
被
下
度
候
。
赤
坂
区
青
山
南
町
一
ノ
三
先
達
而
天
山
之
長

代
十
六
円
差
出
候
処
今
以
御
受
取
書
参
り
不
申
候
。
右
は
書
留
を
以
差
出
候
に
付
間
違
は
無
之
相
届
候
事
に
存
候
。
為
念
御
問
合
に
及
候
也
。
四
月
十
一
日
田
中
光
顕
夷
山
老
兄
座
下
[
封
筒]
表
、
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
様
。
裏
、
赤
坂
区
青
山
南
町
一
ノ
三
、
田
中
光
顕
。
文
学
部
紀
要
第
六
十
六
号
三
四
Hosei University Repository
18

大
正
８
年
４
月
15
日
一
菊
池
海
荘
七
絶
一
幅
右
、
返
上
。
一
金
五
拾
参
円
也
平
教
孝
和
歌
一
幅
右
之
代
金
差
出
候
間
御
落
手
被
下
度
候
也
。
大
正
八
年
四
月
十
五
日
田
中
光
顕
杉
原
夷
山
先
生
座
下
[
封
筒]
表
、
麻
布
森
[
マ
マ]
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
殿
、
親
展
。
裏
、
青
山
南
町
一
ノ
三
、
田
中
光
顕
。
19

大
正
８
年
５
月
11
日
拝
啓
陳
者
鮎
澤
伊
太
夫
先
生
之
短
冊
表
装
致
度
候
間
何
卒
極
優
美
の
仕
立
に
相
願
度
候
。
其
他
岩
淵
自
少
々
表
装
御
願
可
致
候
に
付
宜
布
御
心
配
被
下
度
御
依
頼
申
上
候
。
先
日
買
収
之
代
金
は
明
日
岩
淵
へ
帰
り
候
上
差
出
可
申
候
也
。
大
正
八
年
五
月
十
一
日
田
中
光
顕
杉
原
先
生
座
下
[
封
筒]
表
、
麻
布
区
森
元
町
一
の
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
殿
。
裏
、
赤
坂
区
青
山
南
町
一
ノ
三
、
田
中
光
顕
、
大
正
八
年
五
月
十
一
日
。
20

大
正
８
年
５
月
14
日
一
金
百
○
一
円
五
十
銭
右
三
十
六
円
香
坡
九
円
同
小
品
三
十
五
円
星
巌
十
三
円
天
山
半
切
八
円
五
十
銭
鮎
澤
短
冊
右
、
小
切
手
を
以
て
差
出
候
間
御
受
取
被
下
度
候
也
。
八
年
五
月
十
四
日
田
中
杉
原
幸
様
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
殿
。
裏
、
東
海
道
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
大
正
八
年
五
月
十
四
日
。
21

大
正
８
年
５
月
15
日
記
○
一
伴
林
光
平
懐
紙
○
一
勝
埜
臺
山
書
○
一
橋
本
香
坡
小
品
右
、
一
筒
に
入
る
。
一
藤
森
弘
庵
梅
邨
歌
一
同
天
山
五
絶
禅
房
秋
雨
歇
一
同
天
山
五
律
總
陸
横
分
地
杉
原
夷
山
宛
田
中
光
顕
書
翰
紹
介(
続)
三
五
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○
一
茅
根
寒
緑
書
○
一
金
子
教
孝
和
歌
〆
八
点
右
、
表
装
御
依
頼
に
及
候
間
中
以
上
の
品
位
に
御
仕
立
被
下
度
候
。
○
印
五
点
は
上
等
に
相
願
候
。
先
日
東
京
に
而
鮎
澤
伊
太
夫
の
短
冊
も
相
願
置
申
候
也
。
五
月
十
五
日
光
顕
夷
山
様
侍
史
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
殿
。
裏
、
東
海
道
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
八
年
五
月
十
五
日
。
22

大
正
８
年
５
月
16
日
一
秋
月
悌
二
郎
長

一
幅
一
天
龍
道
人
蒲
葡
二
幅
右
、
正
に
落
手
仕
候
。
一
叢
談
第
参
年
の
第
四
号
に
有
之
候
天
龍
之
着
色
猿
の
幅
は
最
早
他
へ
売
却
に
相
成
候
哉
如
何
。
若
し
今
以
御
手
許
に
有
之
候
は
ゝ
一
応
拝
見
仕
度
候
。
其
上
に
て
此
度
之
分
も
取
極
可
申
候
也
。
八
年
五
月
十
六
夜
光
顕
夷
山
老
台
様
座
右
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
森
[
マ
マ]
元
町
一
の
九
、
中
行
社
、
杉
原
夷
山
様
。
裏
、
東
海
道
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
八
年
五
月
十
六
夜
。
23

大
正
８
年
５
月
21
日
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
殿
。
裏
、
封
、
東
海
道
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
五
月
廿
一
日
。
[
]
封
筒
の
み
。
24

大
正
８
年
５
月
22
日
天
龍
道
人
猿
之
図
正
に
落
手
買
入
可
申
候
。
叢
談
中
に
御
掲
載
之
伝
を
読
み
大
に
感
服
致
候
に
付
三
、
四
幅
相
求
置
申
度
候
。
第
四
号
に
相
見
え
候
鵬
齋
讃
之
葡
萄
及
第
五
号
之
鶉
之
図
も
一
応
御
見
せ
被
下
度
候
。
小
生
之
考
に
は
此
際
御
贈
位
之
恩
命
を
被
為
垂
候
様
致
度
至
願
に
候
。
決
而
御
不
同
意
は
無
之
事
と
存
候
。
頓
首
五
月
廿
二
日
光
顕
夷
山
老
台
座
下
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
殿
。
裏
、
駿
州
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
八
年
五
月
廿
二
日
。
25

大
正
８
年
５
月
26
日
記
一
寒
緑
五
律
一
王
瑾
鶉
右
、
二
幅
正
に
落
手
候
也
。
文
学
部
紀
要
第
六
十
六
号
三
六
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一
金
弐
拾
五
円
秋
月
韋
軒
長

一
同
参
拾
参
円
天
龍
道
人
猿
一
同
七
円
同
人
墨
蒲
萄
一
同
拾
四
円
同
人
鶉
淡
彩
一
同
弐
拾
四
円
茅
根
寒
緑
五
律
〆
金
百
○
参
円
右
之
通
差
出
候
間
御
受
取
被
下
度
候
也
。
大
正
八
年
五
月
廿
六
日
田
中
光
顕
杉
原
夷
山
老
台
座
下
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
殿
、
親
展
。
裏
、
東
海
道
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
大
正
八
年
五
月
廿
六
日
。
26

大
正
８
年
６
月
５
日
御
巡
遊
御
滞
な
く
御
帰
京
大
賀
之
至
候
。
陳
者
為
御
見
被
下
候
大
雅
之
墨
竹
は
誠
に
面
白
き
も
の
に
有
之
候
。
垂
涎
三
尺
に
候
得
共
勤
王
家
の
列
に
も
加
へ
か
た
く
候
に
付
眼
を
閉
ぢ
て
見

が
し
可
申
と
存
候
故
乍
残
念
返
上
仕
候
。
天
龍
二
幅
澹
如
一
幅
右
三
幅
は
留
め
置
申
候
。
先
日
願
置
候
天
龍
之
碑
文
全

何
卒
御
見
せ
被
下
度
候
。
草
々
頓
首
六
月
五
日
光
顕
夷
山
老
台
座
下
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
様
。
裏
、
〆
、
東
海
道
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
八
年
六
月
五
日
。
27

大
正
８
年
６
月
９
日
會
澤
正
志
翁
七
絶
一
幅
正
に
落
手
仕
候
。
如
高
諭
能
き
出
来
と
存
候
間
御
譲
り
受
可
仕
候
。
茲
に
妙
な
事
は
天
龍
道
人
伝
御
送
り
被
下
候
に
付
一
覧
中
之
処
東
京
友
人
よ
り
同
書
壱
部
差
越
し
呉
候
。
実
は
老
兄
よ
り
拝
借
の
分
為
写
取
可
申
歟
と
存
し
居
候
際
に
有
之
候
。
非
常
に
仕
合
せ
申
候
。
右
に
付
拝
借
之
分
は
直
に
返
上
可
仕
候
。
且
又
先
日
以
来
之
代
金
も
直
に
可
差
出
筈
に
候
得
共
現
今
蒲
原
之
別
墅
に
参
り
居
候
而
小
切
手
帳
も
岩
淵
に
差
置
有
之
候
様
之
事
故
一
両
日
御
猶
予
被
下
度
候
。
天
龍
之
鷹
及
山
水
之
出
来
の
宜
し
き
も
の
御
見
当
り
之
節
は
一
応
為
御
見
被
下
度
候
。
草
々
頓
首
八
年
六
月
九
日
光
顕
夷
山
老
契
机
下
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
殿
座
下
。
裏
、
東
海
道
蒲
原
駅
、
田
中
光
顕
、
大
正
八
年
六
月
九
日
。
28

大
正
８
年
６
月
13
日
前
略
天
山
勿
来
関
七
絶
為
御
見
被
下
深
謝
之
至
候
。
此
の
詩
は
昨
年
一
月
か
二
月
頃
に
杉
原
夷
山
宛
田
中
光
顕
書
翰
紹
介(
続)
三
七
Hosei University Repository
貴
社
よ
り
買
求
候
而(
九
円
半
に
て)
表
装(
七
円)
も
御
世
話
に
相
成
候
事
有
之
候
に
付
弊
庫
中
に
可
有
之
筈
と
存
じ
、
頻
に
昨
日
已
来
探
し
見
候
得
と
も
得
見
当
り
不
申
候
。
此
度
之
分
は
如
何
程
の
代
価
に
候
哉
。
一
応
御
示
し
被
下
度
候
。
弥
見
当
り
不
申
時
は
一
考
可
仕
候
。
天
龍
道
人
伝
誠
に
難
有
候
。
本
日
御
返
し
申
上
候
間
御
受
取
被
下
度
候
。
一
會
澤
正
志
翁
七
絶
金
四
十
六
円
一
菊
池
教
中
同
同
八
円
一
天
龍
道
人
蒲
萄
絹
本
同
七
円
一
同
同
紙
本
同
五
円
四
点
〆
金
六
拾
六
円
右
、
小
切
手
に
て
差
出
候
間
御
受
取
被
下
度
候
也
。
八
年
六
月
十
三
日
田
中
光
顕
杉
原
夷
山
様
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
殿
、
親
展
。
裏
、
東
海
道
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
大
正
八
年
六
月
十
三
日
。
29

大
正
８
年
６
月
18
日
拝
見
天
山
勿
関
之
詩
之
事
は
御
垂
示
之
通
に
可
有
之
と
存
申
候
。
一
川
路
敬
斎
七
絶
三
十
九
一
天
山
勿
来
関
七
絶
廿
八
右
二
幅
は
買
求
候
。
杏
所
は
出
来
も
宜
敷
代
価
も
廉
に
候
得
共
憂
国
家
と
か
勤
王
家
と
か
申
程
の
人
物
に
無
之
候
。
先
書
画
家
と
申
丈
の
事
故
此
際
見
合
せ
申
候
。
香
坡
の
墨
竹
相
待
居
申
候
。
幕
末
志
士
に
而
永
井
尚
志
、
筒
井
政
憲
、
岩
瀬
忠
震
、
矢
部
定
謙
之
四
人
の
書
画
出
来
の
能
き
も
の
御
所
有
又
は
今
後
御
見
当
相
成
候
は
ゝ
一
応
為
御
見
被
下
度
候
。
表
装
出
来
次
第
御
回
送
相
願
候
也
。
六
月
十
八
日
田
中
夷
山
様
几
下
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
殿
。
裏
、
静
岡
県
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
大
正
八
年
六
月
十
六
日
。
30

大
正
８
年
６
月
21
日
一
金
三
十
九
円
川
路
敬
斎
一
同
四
十
三
円
香
坡
墨
竹
一
同
二
十
八
円
天
山
勿
来
関
〆
百
十
円
右
、
小
切
手
を
以
差
出
候
間
御
受
取
被
下
度
候
也
。
八
年
六
月
廿
一
日
古
谿
叟
夷
山
様
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
森
[
マ
マ]
元
町
一
の
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
殿
。
裏
、
駿
河
国
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
大
正
八
年
六
月
廿
一
日
。
文
学
部
紀
要
第
六
十
六
号
三
八
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
大
正
８
年
６
月
24
日
川
路
七
絶
出
来
も
見
事
に
有
之
候
得
と
も

之
字
汗
に
相
成
居
候
而
展
観
す
る
に
甚
面
白
か
ら
す
候
間
返
上
仕
候
。
御
受
取
被
下
度
候
也
。
六
月
廿
四
日
田
中
夷
山
老
台
座
下
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
様
。
裏
、
駿
州
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
大
正
八
年
六
月
廿
四
日
。
32

大
正
８
年
７
月
３
日
一
岩
瀬
蟾
洲
五
絶
時
哉
一
弘
庵
七
絶
抛
書
一
同
五
絶
禅
房
右
御
譲
受
申
度
候
。
然
に
予
而
御
依
頼
仕
置
候
表
装
之
中
に
弘
庵
之
禅
房
秋
雨
歇
之
一
幅
有
之
候
。
是
は
昨
年
貴
社
自
買
入
候
品
に
候
。
此
度
之
分
よ
り
は
紙
の
幅
狭
く
候
。
代
は
十
三
円
に
て
あ
り
し
。
尚
外
に
、
一
龍
草
廬
七
絶
千
門
花
落
一
篠
崎
小
竹
五
律
桜
井
駅
一
大
槻
磐
渓
七
絶
千
早
城
一
大
田
南
畝
五
絶
美
人
一
菊
池
五
山
五
絶
薄
暮
一
松
岡
環
翠
蓮
一
大
窪
詩
仏
七
絶
思
清
一
菅
茶
山
五
絶
未
見
一
佐
藤
一
斎
七
絶
満
城
風
雨
〆
九
幅
代
価
御
申
越
被
下
度
候
。
右
、
御
有
合
に
候
は
ゝ
一
応
為
御
見
被
下
度
候
也
。
七
月
三
日
夜
田
中
夷
山
様
鉄
石
青
緑
山
水
の
模
写
一
幅
右
、
相
応
の
表
装
御
頼
申
上
候
也
。
此
の
三
幅
代
金
御
申
越
被
下
度
候
。
西
依
成
斎
は
御
返
し
申
上
候
。
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
夷
山
先
生
座
下
。
裏
、
駿
州
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
八
年
七
月
三
日
夜
。
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
大
正
８
年
７
月
７
日
社
運
御
旺
盛
抃
賀
之
至
候
。
陳
者
、
金
参
拾
六
円
蟾
洲
紫
陽
花
同
拾
九
円
同
五
絶
時
哉
同
拾
七
円
弘
庵
五
絶
禅
房
同
拾
六
円
同
七
絶
抛
書
同
廿
九
円
菅
茶
山
五
絶
未
見
同
弐
円
五
拾
銭
環
翠
半
切
蓮
杉
原
夷
山
宛
田
中
光
顕
書
翰
紹
介(
続)
三
九
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〆
金
百
拾
九
円
五
拾
銭
右
代
金
檜
物
町
川
崎
支
店
小
切
手
を
以
差
出
候
間
御
受
取
被
下
度
候
。
一
西
依
成
斎
一
行
物
一
環
翠
聯
落
蓮
一
詩
仏
七
絶
一
五
山
五
絶
一
龍
公
美
七
絶
右
五
幅
返
上
仕
候
。
天
龍
道
人
之
鷹
御
手
に
入
候
は
ゝ
為
御
見
被
下
度
候
。
七
月
七
日
光
顕
夷
山
様
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
森
[
マ
マ]
元
町
一
の
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
殿
。
裏
、
東
海
道
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
八
年
七
月
七
日
。
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
大
正
８
年
７
月
19
日
十
八
日
之
尊

拝
見
仕
候
。
坦
庵
之
菊
竹
弘
庵
之
五
絶
鶏
に
八
尺
龍
右
二
幅
は
買
求
申
候
間
左
様
御
承
知
被
下
度
候
。
一
正
志
斎
其
外
五
点
之
分
到
着
次
第
取
舎
相
定
め
代
金
差
出
可
申
候
。
為
其
匆
々
七
月
十
九
日
光
顕
夷
山
老
台
座
下
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
様
。
裏
、
駿
州
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
八
年
七
月
十
九
日
。
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
大
正
８
年
７
月
20
日
記
一
金
四
十
七
円
會
澤
正
志
老
者
云
々
七
律
一
同
六
十
三
円
江
川
坦
庵
菊
竹
一
同
九
円
弘
庵
五
絶
鶏
に
八
尺
龍
一
同
十
四
円
光
平
短
冊
夢
殿
は
一
同
十
六
円
鉄
石
短
冊
梅
月
一
同
廿
三
円
半
牧
竹
石
一
同
三
十
五
円
香
坡
七
律
渭
北
江
東
云
々
一
同
十
八
円
天
龍
道
人
栗
鼠
〆
金
弐
百
弐
拾
五
円
右
之
通
小
切
手
を
以
差
出
候
条
御
受
取
之
上
は
御
一
報
被
下
度
候
也
。
大
正
八
年
七
月
廿
日
光
顕
夷
山
老
契
座
下
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
山
幸
殿
。
裏
、
東
海
道
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
大
正
八
年
七
月
廿
日
。
文
学
部
紀
要
第
六
十
六
号
四
〇
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
大
正
８
年
８
月
４
日
前
略
一
金
七
拾
五
円
奎
堂
七
絶
右
、
神
楽
坂
川
崎
小
切
手
を
以
差
出
候
間
御
収
手
可
被
下
候
。
一
先
頃
御
依
頼
仕
置
候
表
装
出
来
次
第
御
送
付
被
下
度
候
。
箱
は
当
方
に
而
製
造
致
候
に
付
此
段
御
承
知
被
下
度
候
。
匆
々
八
月
四
日
田
中
夷
山
様
几
下
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
殿
。
裏
、
東
海
道
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
大
正
八
年
八
月
四
日
。
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
大
正
８
年
８
月
25
日
天
龍
道
人
鷹
之
名
画
、
殊
に
廉
価
に
御
割
愛
被
下
深
く
感
謝
仕
候
。
筒
井
筑
前
守
書
幅
御
恵
投
を
辱
ふ
し
別
而
御
懇
志
を
拝
謝
仕
候
。
表
装
物
九
幅
正
に
落
手
至
極
よ
ろ
し
く
出
来
御
礼
申
述
候
。
一
金
壱
百
拾
八
円
表
装
料
一
同
八
円
鉄
兜
短
冊
一
同
拾
円
敦
子
同
六
投
一
同
参
拾
九
円
天
龍
鷹
右
惣
計
金
壱
百
七
拾
五
円
川
崎
銀
行
神
楽
坂
支
店
小
切
手
を
以
差
出
候
間
御
受
取
被
下
度
候
也
。
八
月
廿
五
日
光
顕
夷
山
様
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
殿
、
親
展
。
裏
、
東
海
道
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
大
正
八
年
八
月
廿
五
日
。
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
大
正
８
年
９
月
17
日
一
香
坡
題
詩
四
拾
八
円
是
は
所
持
主
は
山
水
も
香
坡
と
申
候
鑑
定
に
候
得
共
、
小
生
は
全
く
別
人
と
断
定
致
候
。
只
、
題
詩
を
高
価
に
買
取
申
候
。
一
藤
井
藍
田
は
廉
価
に
御
譲
り
被
下
大
慶
不
過
之
候
。
右
に
て
埋
め
合
せ
候
積
也
。
一
小
山
春
山
三
、
四
円
高
し
と
申
計
に
て
肝
要
な
る
原
価
御
示
し
無
之
甚
困
り
申
候
。
代
価
て
よ
く
買
取
可
致
至
急
御
申
越
被
下
度
候
。
右
、
要
用
の
み
。
草
々
頓
首
九
月
十
七
日
青
山
夷
山
様
要
事
の
み
申
上
候
。
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
殿
。
裏
、
駿
州
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
大
正
八
年
九
月
十
七
日
。
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
大
正
８
年
９
月
20
日
前
略
杉
原
夷
山
宛
田
中
光
顕
書
翰
紹
介(
続)
四
一
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松
陰
は
珍
品
容
易
に
手
に
入
り
不
申
も
の
也
。
正
真
無
疑
大
慶
不
過
之
候
。
小
生
今
よ
り
五
十
五
、
六
年
以
前
に
松
陰
の
真
筆
の
詩
文
稿
を
高
杉
東
行
よ
り
借
り
受
け
謄
写
せ
し
事
有
之
候
。
十
分
筆
意
を
呑
み
込
み
居
候
而
今
以
毫
も
忘
れ
不
申
候
。
大
天
狗
々
々
。
一
百
三
十
円
松
陰
額
一
四
十
八
円
香
坡
山
水
一
四
十
八
円
藍
田
山
水
一
四
十
六
円
半
牧
山
水
一
四
十
六
円
坦
庵
七
絶
一
十
円
春
山
七
絶
〆
金
三
百
廿
八
円
右
、
小
切
手
を
以
差
出
候
間
御
受
取
被
下
度
候
。
草
々
八
年
九
月
二
十
日
田
中
杉
原
様
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
殿
。
裏
、
東
海
道
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
大
正
八
年
九
月
二
十
日
。
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
大
正
８
年
10
月
16
日
先
達
而
金
子
も
送
り
又
書
幅
も
送
り
置
し
に
何
の
御
模
様
も
相
分
り
不
申
、
多
分
御
旅
行
中
か
と
存
じ
居
候
。
然
に
今
日
書
画
之
報
告
書
出
来
致
候
に
付
御
在
京
之
事
と
存
候
申
。
鉄
石
青
緑
山
水
の
模
写
は
ま
だ
出
来
不
申
哉
。
併
而
御
尋
申
上
候
也
。
十
月
十
六
日
田
中
杉
原
様
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
様
。
裏
、
東
海
道
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
十
月
十
六
日
。
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
大
正
８
年
11
月
１
日
記
一
金
七
円
鉄
石
模
写
山
水
表
装
料
一
同
廿
一
円
永
井
介
堂
竹
石
一
同
八
十
七
円
高
秋
[
マ
マ]
帆
火
技
一
同
六
十
五
円
高
陶
隠
居
の
文
一
同
五
円
五
十
銭
神
波
青
山
詩
〆
金
百
八
拾
五
円
五
十
銭
右
、
小
切
手
を
以
差
出
候
間
御
受
取
可
被
下
候
。
一
鉄
石
山
水
は
贋
物
一
川
路
之
詩
に
は
孤
計
弐
箇
所
有
之
殆
詩
に
成
ら
ず
。
元
是
布仄
衣○
葦仄
帯
身
誤
依
君
寵仄
列
雜仄
臣
豈
思
魯
使
来
庭(
廷
の
誤)
曰
三
位
脇仄
章○
有仄
接
賓
一
蟾
洲
は
先
達
而
購
入
之
分
も
有
之
候
に
付
此
度
の
分
は
弐
幅
共
お
返
し
申
候
。
一
介
堂
七
絶
は
此
度
の
竹
石
幸
に
相
求
候
に
付
返
上
仕
候
。
文
学
部
紀
要
第
六
十
六
号
四
二
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病
中
取
紛
居
候
。
匆
略
頓
首
八
年
十
一
月
初
一
光
顕
夷
山
老
兄
座
下
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
殿
。
裏
、
東
海
道
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
大
正
八
年
十
一
月
一
日
。
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
大
正
８
年
11
月
２
日
昨
日
入
用
之
分
代
金
小
切
手
を
以
差
出
し
不
用
之
分
は
返
上
に
及
置
申
候
。
然
に
介
堂
之
五
律
は
更
に
購
入
之
事
に
致
候
間
代
金
拾
六
円
五
十
銭
差
出
申
候
。
宜
敷
御
聞
取
可
被
下
候
也
。
八
年
十
一
月
二
日
光
顕
夷
山
老
兄
梧
下
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
の
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
殿
。
裏
、
東
海
道
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
大
正
八
年
十
一
月
二
日
。
43

大
正
８
年
11
月
12
日
前
略
一
吉
田
松
陰
横
幅
右
、
表
装
能
く
出
来
大
に
満
足
致
申
候
。
代
十
九
円
一
大
橋
訥
庵
書
幅
代
六
十
五
円
一
前
回
之
不
足
金
三
円
〆
八
十
七
円
右
、
差
出
候
間
御
受
取
可
被
下
候
也
。
八
年
十
一
月
十
二
日
光
顕
中
行
社
杉
原
老
兄
座
下
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
殿
。
裏
、
東
海
道
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
大
正
八
年
十
一
月
十
一
[
マ
マ]
日
。
44

大
正
８
年
11
月
12
日
記
一
高
秋
帆
七
絶
一
渓
新
滝
一
山
田
空
斎
同
淡
白
軽
黄
一
頼
春
水
一
行
白
雲
依
静
渚
一
勝
海
舟
一
行
惟
似
山
猿
独
一
高
秋
帆
七
絶
両
美
同
胞
右
、
五
幅
留
置
申
候
。
代
価
御
申
越
可
被
下
候
。
一
紅
蘭
米
点
山
水
一
知
紀
松
竹
梅
一
秋
帆
問
是
何
和
一
同
七
絶
朝
遊
碧
海
一
詩
仏
墨
竹
一
同
書
幅
杉
原
夷
山
宛
田
中
光
顕
書
翰
紹
介(
続)
四
三
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一
鳥
居
甲
斐
守
七
絶
〆
七
幅
右
、
一
先
御
返
し
申
候
也
。
八
年
十
一
月
十
二
日
田
中
中
行
社
御
中
書
添
唯
今
書
画
幅
十
二
幅
到
着
い
た
し
申
候
。
十
分
熟
覧
之
上
何
分
の
事
可
申
上
候
也
。
十
一
月
十
二
日
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
殿
。
裏
、
東
海
道
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
大
正
八
年
十
一
月
十
二
日
。
45

大
正
８
年
11
月
24
日
記
一
金
参
拾
参
円
春
水
一
行
物
一
同
六
拾
五
円
秋
帆
七
絶
一
渓
新
滝
一
同
弐
拾
七
円
空
斎
七
絶
淡
白
軽
黄
一
同
八
円
五
拾
銭
海
舟
一
行
物
一
同
六
拾
四
円
秋
帆
七
絶
両
美
同
胞
一
同
弐
拾
参
円
矢
部
定
謙
親
一
同
七
円
五
拾
銭
香
坡
小
君
〆
八
点
金
弐
百
弐
拾
九
円
右
、
小
切
手
差
出
候
間
御
受
取
被
下
度
候
也
。
八
年
十
一
月
廿
四
日
田
中
杉
原
様
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
殿
。
裏
、
東
海
道
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
八
年
十
一
月
廿
四
日
。
46

大
正
８
年
11
月
28
日
一
羽
倉
外
記
其
外
八
幅
御
送
付
被
下
正
に
落
掌
致
申
候
。
悉
皆
購
求
之
事
に
可
仕
候
。
代
金
者
跡
自
差
出
可
申
候
。
一
河
野
鉄
兜
山
水
之
幅
御
有
合
に
候
は
ゝ
為
御
見
被
下
度
候
。
一
随
鴎
吟
社
麻
布
区
仲
の
町
十
一
番
地
右
之
処
に
て
発
行
之
随
鴎
集
百
十
一
号
之
巻
末
広
告
に
、
藤
田
幽
谷
尺
牘
巻
物
重
野
成
斎
博
士
旧
辞
代
金
参
拾
円
と
相
見
え
申
候
。
是
は
真
物
か
否
御
一
覧
之
上
宜
敷
候
は
ゝ
御
買
取
之
上
御
回
付
被
下
度
候
。
小
生
自
佐
藤
六
石
へ
申
遣
候
而
も
宜
敷
候
得
共
贋
物
之
時
に
は
甚
困
り
候
間
御
依
頼
及
候
。
匆
々
十
一
月
廿
八
日
光
顕
杉
夷
[
マ
マ]
山
老
台
梧
下
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
殿
。
裏
、
東
海
道
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
大
正
八
年
十
一
月
廿
八
日
。
文
学
部
紀
要
第
六
十
六
号
四
四
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47

大
正
８
年
12
月
３
日
一
玉
揚
其
外
共
九
幅
代
百
八
拾
六
円
此
度
之
分
一
星
巌
七
絶
代
四
十
八
円
二
つ
合
計
金
弐
百
参
拾
四
円
右
、
小
切
手
を
以
差
出
申
候
。
御
受
取
被
下
度
候
。
一
秋
帆
七
絶
蛍
尾
孤
光
一
槐
堂
画
枯
蘆
觧
虫
右
、
二
幅
者
返
上
仕
候
。
一
箱
三
個
正
に
落
手
仕
候
。
八
年
十
二
月
三
日
田
中
杉
原
様
[
封
筒]
表
、
東
京
市
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
殿
。
裏
、
駿
州
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
大
正
八
年
十
二
月
三
日
。
48

大
正
８
年
12
月
14
日
御
多
忙
拝
察
仕
候
。
陳
者
書
画
叢
談
三
ヶ
年
分
を
此
度
製
本
に
致
候
積
に
て
取
調
見
候
処
第
二
年
の
第
十
二
号
と
第
三
年
の
第
二
号
と
の
二
冊
見
当
り
不
申
候
。
御
配
送
を
受
け
た
に
相
違
無
之
候
得
共
、
ど
こ
か
へ
仕
舞
候
か
、
闕
本
に
相
成
甚
残
念
に
付
御
有
合
せ
に
候
は
ゝ
右
二
冊
丈
け
御
恵
贈
被
下
度
御
願
申
上
候
。
一
佐
久
間
象
山
手
紙
一
通
一
野
中
兼
山
手
紙
一
通
右
、
巻
物
に
表
装
致
度
候
間

軸
繻
珍
仕
立
見
返
し
は
金
砂
子
に
し
て
至
急
御
調
成
被
下
度
御
依
頼
に
及
候
。
来
一
月
に
至
り
候
は
ゝ
書
画
類
表

御
依
頼
申
度
候
間
此
段
前
以
申
上
置
候
也
。
八
年
十
二
月
十
四
日
光
顕
夷
山
老
兄
座
下
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
殿
、
親
展
。
裏
、
東
海
道
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
大
正
八
年
十
二
月
十
四
日
。
49

大
正
８
年
12
月
16
日
八
幅
御
送
り
被
下
深
謝
之
至
候
。
中
に
就
き
四
幅
購
求
仕
候
。
一
佐
藤
尚
中
一
行
物
４
一
藤
田
呉
江
竹
石
９
一
橋
本
香
坡
小
品
13
一
林
鶴
梁
五
絶
27
右
、
代
金
五
拾
参
円
也
。
一
春
岳
公
七
絶
不
関
世
事○
是
非
事○
〇
事
は
上
と
改
め
た
し
。
展
観
し
て
面
白
か
ら
ず
。
一
林
復
斎
七
絶
軍
十
万
平
の
処
也
。
南
朝
四
百
八
十
寺
の
例
は
あ
れ
と
も
復
斎
位
に
は
通
用
し
が
た
し
。
一
小
原
鉄
心
杉
原
夷
山
宛
田
中
光
顕
書
翰
紹
介(
続)
四
五
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一
池
大
雅
堂
右
、
瑕
瑾
は
な
け
れ
と
も
面
白
か
ら
ず
。
故
に
四
幅
返
上
仕
候
也
。
大
正
八
年
十
二
月
十
六
日
田
中
杉
原
様
小
切
手
に
て
代
金
封
入
差
出
申
候
也
。
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
殿
。
裏
、
東
海
道
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
大
正
八
年
十
二
月
十
六
日
。
50

大
正
８
年
12
月
18
日
略
啓
陳
者
天
龍
道
人
画
蒲
萄
に
鷹
之
図
及
半
牧
処
士
墨
竹
之
二
幅
正
に
落
手
仕
候
。
天
龍
道
人
事
迹
考
六
十
九
頁
に
、
贈
草
龍
子
好
画
学
蒲
桃
於
余
故
以
草
龍
之
号
与
…
と
有
之
。
落
款
に
天
龍
草
龍
子
と
あ
り
。
印
は
と
あ
り
。
王
瑾
の
没
後
に
天
龍
道
人
の
称
を
襲
き
し
も
の
か
と
思
は
る
。
能
々
御
研
究
相
成
度
候
。
天
狗
の
鼻
一
捻
、
仍
而
如
件
。
半
牧
は
無
論
留
め
置
申
候
。
草
龍
子
は
返
上
仕
候
也
。
十
二
月
十
八
日
古
谿
叟
夷
山
人
様
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
様
。
裏
、
〆
、
東
海
道
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
大
正
八
年
十
二
月
十
八
日
。
51

大
正
８
年
12
月
25
日
一
金
四
拾
参
円
也
村
山
半
牧
墨
竹
一
幅
代
右
、
小
切
手
を
以
差
出
候
間
御
受
取
可
被
下
候
也
。
大
正
八
年
十
二
月
廿
五
日
田
中
光
顕
杉
原
先
生
侍
史
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
様
。
裏
、
東
海
道
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
大
正
八
年
十
二
月
廿
五
日
。
52

大
正
８
年
12
月
26
日
御
送
付
之
生
娘
四
人
共
別
品
に
有
之
、
早
速
側
室
に
召
抱
申
候
。
別
紙
小
切
手
百
○
弐
円
差
出
申
候
。
御
受
領
被
下
度
候
也
。
八
年
十
二
月
廿
六
日
光
顕
夷
山
先
生
梧
下
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
様
、
親
展
。
裏
、
静
岡
県
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
八
年
十
二
月
廿
六
日
。
53

大
正
９
年
１
月
７
日
新
禧
万
福
益
御
壮
健
珎
重
之
至
候
。
陳
は
別
紙
三
幀
差
出
候
間
何
卒
坂
本
龍
馬
文
学
部
紀
要
第
六
十
六
号
四
六
天
龍
道
人
田輝
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の
佐
々
木
宛
手
紙
は
極
上
等
之
横
幅
に
、
香
坡
は
中
等
に
、
鏡
水
は
下
等
に
て
不
苦
候
間
、
至
急
御
取
計
相
願
候
。
先
達
而
之
兼
山
と
象
山
と
の
分
出
来
次
第
御
送
り
被
下
度
候
也
。
九
年
一
月
七
日
青
山
夷
山
老
台
座
下
一
金
廿
六
円
方
谷
一
同
三
十
八
円
紅
蘭
一
同
廿
円
知
紀
一
同
十
四
円
朗
蘆
〆
金
九
十
八
円
内
五
円
残
金
の
分
引
残
金
九
十
四
円
跡
自
差
出
可
申
候
。
一
八
田
知
紀
之
一
幅
は
返
上
之
筈
。
九
年
一
月
七
日
光
顕
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
殿
。
裏
、
静
岡
県
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
大
正
九
年
一
月
七
日
。
54

大
正
９
年
１
月
10
日
拝
呈
一
金
弐
拾
円
八
田
知
紀
竹
自
画
賛
一
同
弐
拾
六
円
山
田
方
谷
五
古
一
同
拾
四
円
坂
谷
朗
蘆
書
三
点
合
計
金
九
拾
四
[
マ
マ]
円(
九
拾
八
円
の
処
五
円
引)
右
、
小
切
手
を
以
差
出
候
条
御
落
手
被
下
度
候
也
。
大
正
九
年
一
月
十
日
光
顕
夷
山
老
賢
兄
座
下
書
画
叢
談
第
三
年
号
第
二
冊
正
に
拝
受
仕
候
也
。
先
日
相
願
置
候
坂
本
龍
馬
手
紙
は
持
主
自
慾
張
り
候
事
申
来
る
に
付
返
却
之
積
に
付
直
に
御
返
付
被
下
度
御
願
申
上
候
。
御
手
数
之
至
恐
入
候
。
拝
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
殿
。
裏
、
封
、
東
海
道
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
大
正
九
年
一
月
十
日
。
55

大
正
９
年
１
月
21
日
訥
庵
、
介
堂
之
二
幅
御
見
せ
被
下
深
謝
之
至
候
。
二
幅
と
も
予
而
御
世
話
被
下
候
分
に
比
す
れ
は
少
々
下
り
候
間
返
上
仕
候
。
何
か
他
に
尤
物
も
御
見
出
し
相
成
候
は
ゝ
拝
覧
を
望
み
申
候
也
。
一
月
廿
一
日
光
顕
夷
山
老
台
梧
下
坂
本
龍
馬
の
手
紙
正
に
受
取
申
候
也
。
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
森
[
マ
マ]
元
町
一
ノ
九
、
杉
原
幸
殿
、
親
展
。
裏
、
〆
、
東
海
道
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
一
月
廿
一
日
。
杉
原
夷
山
宛
田
中
光
顕
書
翰
紹
介(
続)
四
七
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56

大
正
９
年
２
月
３
日
半
牧
夏
山
、
高
隠
之
山
水
画
幅
、
代
金
六
拾
弐
円
、
別
紙
小
切
手
を
以
差
出
候
間
御
受
取
被
下
度
候
也
。
九
年
二
月
三
日
青
山
夷
山
様
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
殿
、
親
展
。
裏
、
東
海
道
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
大
正
九
年
二
月
三
日
。
57

大
正
９
年
３
月
26
日
表
装
が
余
り
長
く
な
る
と
矮
屋
の
床
に
は
懸
り
申
間
敷
と
憂
慮
致
し
居
申
候
。
実
は
数
十
幅
御
依
頼
仕
度
も
の
有
之
候
に
付
今
少
し
早
く
御
願
申
上
度
候
。
一
金
六
拾
四
円
半
牧
山
水
一
同
四
拾
四
円
東
澤
瀉
四
君
子
一
同
拾
壱
円
広
澤
安
任
古
詩
一
同
拾
八
円
中
島
棕
隠
詠
竹
夫
人
之
詩
一
同
八
円
館
柳
湾
七
絶
一
同
拾
八
円
大
鳥
圭
介
七
絶
一
同
拾
四
円
菊
池
海
蔵
五
絶
一
同
拾
六
円
五
代
友
厚
竹
〆
金
百
九
拾
参
円
也
。
右
、
川
崎
支
店
小
切
手
に
而
差
出
候
間
御
落
手
之
上
は
直
に
御
受
領
書
御
送
り
被
下
度
候
。
又
返
上
之
書
画
幅
も
同
様
御
受
取
書
を
相
願
候
也
。
九
年
三
月
廿
六
日
古
谿
叟
夷
山
老
台
座
下
尚
々
手
代
木
勝
任
の
斜
九
羅
咲
の
一
幅
、
谷
口
靄
山
の
松
鶴
の
幅
右
、
御
有
合
あ
ら
ば
一
覧
を
乞
ふ
。
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
殿
。
裏
、
東
海
道
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
大
正
九
年
三
月
廿
六
日
。
58

大
正
９
年
４
月
２
日
禿
野
人
之
五
絶
は
購
入
之
事
に
仕
候
。
春
山
は
真
物
に
有
之
候
得
共
先
生
誤
而
寝
字
を
□[
穴
か
ん
む
り
に
、
寝
と
い
う
文
字
か
ら
う
冠
を
と
っ
た
も
の
を
組
み
合
わ
せ
た
誤
字]
に
書
き
か
ゝ
[
マ
マ]
而
展
覧
上
甚
不
愉
快
也
。

塘
は
珍
品
に
な
れ
と
も
賞
す
る
に
足
る
程
の
も
の
に
も
無
之
先
年
買
入
候
半
香
の
山
水
之
讃
も
あ
る
故
右
之
二
幅
は
先
見
合
申
候
。
春
山
も
先
年
一
幅
買
入
申
候
也
。
何
か
勤
王
家
の
尤
物
出
で
候
は
ゝ
為
御
見
可
被
下
候
。
草
々
四
月
二
日
光
顕
夷
山
老
兄
梧
下
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
様
。
裏
、
静
岡
県
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
大
正
九
年
四
月
二
日
。
59

大
正
９
年
４
月
18
日
一
金
廿
七
円
太
乙
山
水
文
学
部
紀
要
第
六
十
六
号
四
八
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一
同
拾
参
円
摩
斎
七
絶
一
同
四
円
五
拾
銭
鑾
渓
書
〆
金
四
拾
四
円
五
拾
銭
右
、
小
切
手
差
出
候
間
御
収
手
之
上
御
受
領
書
御
遣
し
被
下
度
候
也
。
九
年
四
月
十
八
日
光
顕
夷
山
様
几
右
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
殿
。
裏
、
東
海
道
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
大
正
九
年
四
月
十
八
日
。
60

大
正
９
年
６
月
12
日
旅
行
中
支
払
大
に
延
引
恐
縮
之
外
無
之
候
。
別
紙
四
十
八
円
御
受
取
被
下
度
候
。
鏡
水
は
土
佐
之
謹
学
者
に
て
小
竹
門
人
也
。
決
而
御
心
配
に
不
及
候
。
只
友
人
の
所
持
せ
し
も
の
を
所
望
い
た
し
候
品
に
付
少
々
都
合
不
宜
候
。
勤
王
家
之
小
品
に
而
も
御
見
当
候
節
御
弁
償
に
而
も
被
下
候
は
ゝ
大
幸
之
至
候
也
。
九
年
六
月
十
二
日
青
山
夷
山
様
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
殿
、
親
展
。
裏
、
静
岡
県
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
九
年
六
月
十
三
日
。
61

大
正
９
年
７
月
12
日
[
封
筒]
表
、
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
様
、
親
展
。
裏
、
東
海
道
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
大
正
九
年
七
月
十
二
日
。
[
]
封
筒
の
み
、
本
文
な
し
。
62
(
)
(
)
年
５
月
20
日
[
封
筒]
表
、
東
京
市
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
殿
行
。
裏
、
東
海
道
岩
淵
、
田
中
光
顕
出
、
五
月
廿
日
。
[
]
封
筒
の
み
、
本
文
な
し
。
63

大
正
11
年
３
月
20
日
付
葉
書
[
表]
東
京
麻
布
区
森
元
町
一
ノ
九
、
中
行
社
、
杉
原
幸
殿
、
東
海
道
岩
淵
、
田
中
光
顕
、
三
月
廿
日
。
[
裏]
伊
藤
藍
田
七
絶
豊
嶋
学
洲
長
文
橋
本
香
坡
紙
雛
木
[
マ
マ]
南
華
水
墨
山
水
右
、
四
品
為
御
見
被
下
度
代
価
も
御
通
知
被
下
度
候
也
。
近
来
御
無
音
申
上
候
。
定
而
筆
硯
御
健
全
と
存
候
。
匆
々
頓
首
十
一
年
三
月
廿
日
東
海
道
岩
淵
田
中
光
顕
64

大
正
７
年
１
月
18
日
付
電
報
ア
ザ
ブ
ク
モ
リ
モ
ト
テ
ウ
一
ノ
九
チ
ウ
コ
ウ
シ
ヤ
タ
ナ
カ
三
プ
ク
ツ
イ
タ
カ
ウ
バ
イ
カ
ン
ノ
サ
ン
ス
イ
ト
ナ
ン
ザ
ン
ノ
ホ
ウ
ケ
ン
モ
オ
ク
レ
杉
原
夷
山
宛
田
中
光
顕
書
翰
紹
介(
続)
四
九
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[発
信
局]
イ
ワ
ブ
チ
65

大
正(
８)
年
１
月
１
日
己
未
元
旦
喜
字
翁
光
顕
よ
ろ
こ
ひ
の
文
字
の
齢
の
と
し
た
ち
て
う
れ
し
く
あ
ふ
く
不
二
の
神
山
[
封
筒]
な
し
。
文
学
部
紀
要
第
六
十
六
号
五
〇
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